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�寺津児童クラブでは、一輪車やスケートボー
ド、ボール遊び、砂遊びなどの外遊びを満喫
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６ 月 定 例 会

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月４日・５日の２日間
の日程で、１２人の議員が行いました。
　住宅団地整備や防災対策、幼児教育・保育の無償化
実施などについて市長や教育長等の見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　令和元年度第２回市議会定例会（６月定例会）
は、５月３１日から６月１４日までの１５日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の報告案件６件
と、契約議案２件が原案のとおり可決されまし
た。また令和元年度各会計補正予算議案など１０
件については、予算特別委員会及び所管常任委
員会に付託され、右記日程での審査を経て、最
終日の本会議で採決が行われました。
　また、本会議最終日に市長提出の補正予算議
案１件及び契約議案１件が上程され採決が行わ
れました。
（採決結果は１０ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

５／３１（金） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、
　　　　予算特別委員会の設置など）

６／４（火）
６／５（水） 本会議（市政に対する一般質問）

６／６（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（　　　〃　　　）

６／７（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６／１２（水） 予算特別委員会（付託案件の審査、討論、
　　　　　　　　表決）

６／１４（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
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一 般 質 問

情
緒
が
な
く
な
っ
て
い
る
現
代
、

英
語
よ
り
国
語
が
大
切
で
は
な
い
か

　
近
年
、
世
相
が
あ
ま
り
に
も

殺
伐
と
し
て
き
た
よ
う
に
思

う
。
見
知
ら
ぬ
人
を
、
何
の
理

由
も
な
く
刺
し
殺
し
て
し
ま

う
。
親
が
子
を
、
子
が
親
を
殺

し
た
と
い
う
事
件
が
、
毎
日
の

よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
現

代
社
会
は
、
情
緒
が
な
く
な
っ

て
き
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

国
語
を
し
っ
か
り
学
ば
ず
に
、

英
語
を
学
ん
で
も
、
情
緒
は
涵

養
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

英
語
よ
り
も
国
語
を
重
視
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
教
養
が
な
い
と
、
大
局
観
が

持
て
ず
、
重
要
な
局
面
に
お
い

て
間
違
っ
て
し
ま
う
。
教
養
は

い
か
に
し
て
身
に
つ
け
れ
ば
よ

い
か
、
方
法
は
た
だ
一
つ
、
本

を
読
む
こ
と
で
あ
る
と
、
作
家

で
数
学
者
の
藤
原
正
彦
氏
が
述

べ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
等
を
含
め

て
、
読
書
推
進
を
図
っ
て
い
る

が
、
全
国
で
は
住
民
一
人
当
た

り
、
４３
冊
も
読
ん
で
い
る
自
治

体
も
あ
る
の
で
、
も
っ
と
読
書

推
進
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

相
澤
教
育
長　
令
和
２
年
度
か

ら
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
５
、
６
年

生
で
実
施
し
て
い
た
、
週
１
時

間
の
外
国
語
活
動
が
３
、
４
年

生
に
移
行
し
、
５
、
６
年
生
で

は
外
国
語
が
週
２
時
間
新
設
さ

れ
る
。
た
だ
、
外
国
語
だ
け
で

な
く
日
本
の
歴
史
や
文
化
等
の

教
養
と
と
も
に
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
等
を
兼
ね
備
え
、

相
手
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
力
を
、

学
校
教
育
全
体
を
通
し
て
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
ま
た
、
平
成
２６
年
度
に
策
定

し
た
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
市
内
各
小
学
校
に
お
い

て
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
や
朝
読
書
等
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
朝
読

書
は
全
て
の
小
中
学
校
で
取
り

組
み
、
読
み
聞
か
せ
は
、
全
て

の
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
。
平

成
２９
年
度
に
子
供
読
書
活
動
優

秀
実
践
校
と
し
て
、
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
山
形
県
で
５
つ
の

団
体
が
受
賞
し
て
い
る
が
、
山

口
小
、
山
形
電
波
工
業
高
校

（
当
時
）、
市
立
図
書
館
の
３
つ

が
市
内
の
団
体
で
あ
る
。
大
き

な
成
果
と
考
え
て
い
る
。

結ゆ
う

城き

義よ
し

巳み

議
員

森
林
の
混
合
樹
林
化

　
戦
後
植
林
さ
れ
た
杉
の
人
工

林
が
伐
期
を
迎
え
て
い
る
が
、

安
い
外
国
材
の
影
響
で
、
木
材

の
利
用
が
進
ま
ず
、
山
林
が
荒

廃
し
て
き
て
い
る
。
山
林
が
荒

廃
し
て
く
る
と
、
保
水
力
を
失

う
た
め
、
表
土
が
流
れ
、
土
砂

災
害
や
洪
水
の
原
因
と
も
な
っ

て
く
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
か

ら
始
ま
る
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
市
内
の
管
理
が
行
き

届
い
て
い
な
い
人
工
林
の
手
入

れ
を
行
い
、
水
の
涵
養
性
が
高

い
広
葉
樹
を
植
林
し
、
混
合
樹

林
に
変
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
温
泉
の
地
下
水
保
全
の
た
め

に
も
雨
呼
山
水
系
の
対
策
も
必

要
な
の
で
は
な
い
の
か
。

山
本
市
長　
森
林
経
営
管
理
法

が
施
行
さ
れ
、
適
切
な
管
理
運

営
が
で
き
な
い
民
有
林
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
の
意
向
を
確
認

し
た
う
え
で
、
市
が
委
託
を
受

け
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
森
林
整
備
を
進
め
て
い

く
。
そ
の
中
で
、
林
業
経
営
に

適
さ
な
い
人
工
林
に
つ
い
て

は
、
国
の
指
針
に
の
っ
と
り
、

管
理
コ
ス
ト
の
低
い
混
合
樹
林

へ
と
誘
導
し
て
い
く
。

　
温
泉
等
の
貴
重
な
地
下
水
源

を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
て
い

く
た
め
に
も
、
森
林
の
水
源
涵

養
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
「
天
童
市
森
林
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理

を
し
て
い
く
。

新
生
児
聴
覚
検
査

　
毎
年
、
市
内
で
５
０
０
人
程

の
新
生
児
が
誕
生
し
て
い
る
。

統
計
上
１
０
０
０
人
当
た
り
一

人
か
ら
二
人
の
割
合
で
、
聴
覚

に
障
が
い
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
今
後
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
聴
覚
検
査
は
、
９５

㌫
の
方
が
受
け
て
い
る
。
受
診

し
な
い
家
庭
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
検
診
の
大
切
さ
を
「
ぴ
よ

マ
マ
安
心
パ
ッ
ク
事
業
」
な
ど

を
と
お
し
て
周
知
し
て
い
く
。

　
過
去
５
年
間
で
４
人
が
見
つ

か
り
、保
育
園
や
学
校
、医
療
機

関
と
連
携
し
、
早
期
発
見
・
治

療
、
療
育
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
検
査
費
用
の
公
費
負
担
に

つ
い
て
は
、
周
辺
自
治
体
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

後ご

藤と
う

和か
ず

信の
ぶ

議
員
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羽陽学園短大前の狭い歩道

一 般 質 問

べ
に
ば
な
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を

一
本
道
で
結
ぶ

　
平
成
２８
年
７
月
に
ス
ポ
ー
ツ

交
流
ロ
ー
ド
（
仮
称
）
芳
賀
寺

津
線
の
整
備
促
進
を
目
的
と
し

た
整
備
促
進
協
議
会
が
発
足
し

た
。
整
備
が
進
む
と
地
域
間
交

流
が
生
ま
れ
、
ま
た
交
通
緩
和

で
安
全
に
な
る
。
国
に
強
く
要

望
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
建
設
さ
れ
る

と
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

山
本
市
長　
幹
線
道
路
の
整
備

に
は
多
額
の
費
用
が
伴
う
こ
と

か
ら
、
現
在
、
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
補
助
事
業
路
線
の
早
期

完
成
を
進
め
る
中
で
状
況
を
見

定
め
な
が
ら
当
該
路
線
の
計
画

を
進
め
て
い
く
。

伊
藤
建
設
部
長　
芳
賀
寺
津
線

は
、
か
ね
て
か
ら
要
望
い
た
だ

い
た
中
で
地
域
発
展
に
大
変
有

効
な
道
路
と
認
識
し
て
い
る
。

羽
陽
学
園
短
大
へ
の

ア
ク
セ
ス

　
学
校
へ
の
通
学
方
法
は
マ
イ

カ
ー
、
電
車
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、
電
車
を
利
用
す
る
学
生

は
、
高
擶
駅
か
ら
主
要
地
方
道

山
形
天
童
線
の
狭
い
歩
道
を
通

学
し
て
い
る
。

　
今
日
本
で
起
き
て
い
る
交
通

事
故
は
通
学
路
に
お
け
る
事
案

が
多
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
安

全
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

山
本
市
長　
主
要
地
方
道
山
形

天
童
線
の
歩
道
は
、
道
路
を
管

理
す
る
県
に
現
状
を
伝
え
て
い

る
。
本
市
で
は
、
通
行
車
両
に

対
す
る
区
画
線
及
び
路
面
表
示

等
に
よ
る
安
全
対
策
や
、
地
域

住
民
及
び
関
係
機
関
と
一
緒
に

通
学
路
等
の
安
全
点
検
活
動
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
活
動
を
継
続
し
、
歩
行

者
の
交
通
安
全
の
確
保
に
努
め

る
。

佐さ

藤と
う

俊と
し

弥や

議
員

寺
津
地
区
の
住
宅
団
地
整
備
を

ど
う
進
め
る
の
か

　
今
年
２
月
、
市
立
寺
津
公
民

館
で
宅
地
開
発
基
本
調
査
報
告

会
が
開
催
さ
れ
た
。
結
果
報
告

と
併
せ
、
住
宅
団
地
予
定
候
補

地
で
土
器
の
破
片
が
発
見
さ

れ
、
３
月
中
に
埋
蔵
文
化
財
予

備
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
報
告

を
６
月
中
に
行
う
と
し
て
い

た
。
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
が
、
本
調
査
は
実
施

さ
れ
る
の
か
。

　
市
は
昨
年
７
月
の
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
で
、
住
宅
団
地
整
備

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
基
本

調
査
の
評
価
や
課
題
を
検
証

し
、
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り

公
社
と
の
協
議
を
重
ね
、
事
業

の
可
否
に
つ
い
て
、
平
成
３０
年

度
中
に
判
断
す
る
と
し
て
い

た
。
そ
れ
が
埋
蔵
文
化
財
予
備

調
査
の
実
施
に
よ
り
、
可
否
判

断
は
先
延
ば
し
に
な
っ
た
。

　
地
区
民
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら

ど
う
進
む
の
か
、
本
当
に
団
地

は
で
き
る
の
か
と
不
安
の
声
が

あ
る
。
寺
津
地
区
の
最
大
の
課

題
が
先
延
ば
し
に
な
り
、
結
局

事
業
中
止
に
な
る
な
ら
地
区
民

の
失
望
は
大
変
大
き
な
も
の
と

な
る
。
今
後
、
住
宅
団
地
整
備

を
ど
う
進
め
る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
寺
津
地
区
に
お
け

る
住
宅
団
地
整
備
は
、
事
業
化

の
可
否
等
を
判
断
す
る
た
め
、

昨
年
度
、
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ

く
り
公
社
に
基
本
調
査
を
委
託

し
た
。
そ
の
中
で
軟
弱
地
盤
対

策
に
よ
る
事
業
費
の
増
加
を
要

す
る
と
の
課
題
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
候
補
地
の
選
定
調
査

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
埋
蔵
文

化
財
の
試
掘
調
査
で
遺
構
や
土

器
片
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
宅

地
造
成
工
事
前
に
は
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
調
査
が
必
要
と
な
る

可
能
性
が
高
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
発
掘

調
査
に
要
す
る
費
用
が
増
え
、

事
業
費
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
へ
の
対
応

を
図
る
た
め
、
事
業
計
画
の
見

直
し
を
含
め
寺
津
地
区
の
住
宅

団
地
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
を
進
め
た
い
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員
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一 般 質 問

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

市
民
へ
の
周
知
は

　
今
年
１０
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は

制
度
が
煩
雑
な
た
め
、
保
護
者

か
ら
不
安
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　
無
償
化
に
伴
う
事
務
は
市
が

窓
口
に
な
る
が
、
市
民
へ
の
周

知
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
は
、
少
子
化
対
策
と

し
て
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ

る
財
源
を
活
用
し
、
今
年
１０
月

か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
無
償
化
の
対
象
は
３
歳
か
ら

５
歳
の
全
て
の
子
ど
も
、
０
歳

か
ら
２
歳
ま
で
は
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
子
ど
も
に
係
る
保
育

料
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
施
設
は
、
幼
稚
園
、
認

可
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に

加
え
、
保
育
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

届
出
保
育
所
施
設
を
利
用
す
る

場
合
も
対
象
に
な
る
。

　
子
ど
も
の
年
齢
や
施
設
の
種

類
に
よ
っ
て
無
償
化
の
適
用
範

囲
が
異
な
る
な
ど
、
大
変
複
雑

な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
容
が
明
ら
か
に
な
り
次

第
、
保
護
者
に
対
し
て
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
い
文
書
を
作

成
し
、
制
度
の
内
容
と
手
続
等

に
つ
い
て
、
丁
寧
な
周
知
に
努

め
た
い
。
ま
た
、
幼
稚
園
や
保

育
所
な
ど
の
施
設
に
対
し
て
も

丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

子
ど
も
の
安
全
と
保
育
の
質

を
ど
う
保
障
す
る
か

　
国
会
の
参
考
人
質
疑
で
は
、

５
年
間
の
経
過
措
置
で
補
助
対

象
に
な
る
認
可
外
保
育
施
設
の

安
全
確
保
策
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。

　
子
ど
も
の
安
全
と
保
育
の
質

の
向
上
の
た
め
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

山
本
市
長　
市
内
１４
か
所
の
届

出
保
育
施
設
は
、
全
て
基
準
を

満
た
し
て
い
る
。
保
育
士
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
保
育
士
宿
舎
借

り
上
げ
支
援
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
、
保
育
士
確
保
を
支
援

す
る
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画

人
材
確
保
の
た
め
の
支
援
を

　
各
計
画
の
進
捗
率
と
介
護
職

の
人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
み

は
。
職
員
の
宿
舎
借
り
上
げ
や

夜
勤
手
当
等
の
拡
充
、
介
護
職

員
の
子
ど
も
の
優
先
保
育
等
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
平
成
３０
年
度
は
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
１
万
８

２
７
７
人
、
高
齢
化
率
２９
・
５

㌫
。
介
護
認
定
者
が
２
７
１
７

人
。
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
在
宅
サ
ー

ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
共
に

約
３
㌫
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
は
１５
㌫
伸
び
て
い
る
。
新
た

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１８
床
を
整

備
し
来
年
度
に
開
始
予
定
で
あ

る
。
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
公
募
し
た
が
、
応

募
が
な
か
っ
た
の
で
今
年
度
再

公
募
し
整
備
す
る
。

　
介
護
人
材
は
本
市
で
も
不
足

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
夜
勤

手
当
の
拡
充
を
含
め
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
市
長

会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い

る
。
職
員
の
宿
舎
借
り
上
げ
等

に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
調

査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
介
護

事
業
者
と
意
見
交
換
会
を
行
い

な
が
ら
、
国
・
県
と
連
携
を
図

り
支
援
の
強
化
に
努
め
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

中
央
第
二
の
整
備
を

　
施
設
整
備
の
判
断
基
準
は
。

児
童
数
が
急
増
し
て
い
る
小
学

校
に
お
い
て
、
新
た
に
施
設
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
暫
定
的
に
設
置
さ
れ
た
天

童
中
央
第
二
学
童
は
、
早
期
に

移
転
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　

施
設
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
受
入
れ
可
能
児
童

数
及
び
入
所
児
童
数
、
将
来
の

児
童
数
の
推
移
や
入
所
率
の
伸

び
率
等
を
勘
案
し
、
総
合
的
に

判
断
し
て
い
る
。

　
今
後
の
施
設
整
備
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
中
期
的
な

ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
国
の
方
針

と
学
校
の
実
情
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
。
天
童
中
央
第
二
学
童

に
つ
い
て
も
、
今
年
度
策
定
す

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
過
程
で
整
理
す
る
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員
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一 般 質 問

液
体
ミ
ル
ク
を

災
害
物
資
に

　
液
体
ミ
ル
ク
は
、
今
年
３
月

か
ら
国
内
店
舗
で
の
販
売
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
内
閣
府
は
「
男

女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防

災
・
復
興
の
取
り
組
み
指
針
」

に
液
体
ミ
ル
ク
の
使
用
に
関
す

る
説
明
を
加
え
、
災
害
物
資
と

し
て
普
及
へ
の
後
押
し
を
す
る

方
針
で
あ
る
。
災
害
時
、
乳
児

用
粉
ミ
ル
ク
に
比
べ
、
授
乳
者

の
負
担
軽
減
や
安
全
面
で
、
利

点
が
あ
る
。
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を

守
る
た
め
に
液
体
ミ
ル
ク
の
備

蓄
も
考
え
た
対
策
を
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

山
本
市
長　
液
体
ミ
ル
ク
は
、

現
在
、
備
蓄
し
て
い
る
備
蓄
品

に
比
べ
、
賞
味
期
限
が
６
カ
月

か
ら
１
年
と
短
い
。
市
で
は
、

災
害
時
の
備
蓄
に
つ
い
て
、
各

家
庭
で
最
低
３
日
分
の
食
料
等

の
備
蓄
を
普
及
啓
発
し
て
い
る
。

今
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
乳
児
の
い
る
家

庭
の
備
蓄
品
に
含
め
て
も
ら
う

よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
液
体
ミ
ル

ク
が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て

は
、
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る

事
業
者
等
か
ら
速
や
か
に
調
達

で
き
る
体
制
を
整
え
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

実
施
さ
れ
る
内
容
は

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

が
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
時
の

今
年
１０
月
１
日
か
ら
実
施
を
目

指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
実

施
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
、
当

該
保
護
者
を
含
め
、
各
施
設
へ

の
広
報
・
説
明
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
は
、
施
設
の
種
類
や

子
ど
も
の
年
齢
に
よ
っ
て
無
償

化
の
適
用
範
囲
が
異
な
る
。
保

護
者
か
ら
実
費
と
し
て
徴
収
し

て
い
る
通
園
送
迎
費
な
ど
の
経

費
は
、
原
則
無
償
化
の
対
象
か

ら
外
れ
る
ほ
か
、
食
材
料
費
は

年
齢
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が
変

わ
る
な
ど
、
大
変
複
雑
な
制
度

と
な
っ
て
い
る
。
国
の
制
度
が

明
ら
か
に
な
り
次
第
、
保
護
者

及
び
保
育
施
設
等
に
対
し
、
制

度
の
内
容
と
手
続
き
つ
い
て
丁

寧
に
周
知
を
し
て
い
く
。

武た
け

田だ

正し
ょ
う

二じ

議
員

児
童
館
を
早
急
に

認
定
こ
ど
も
園
に
す
べ
き

　
児
童
館
は
、
小
学
校
に
入
る

前
の
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に
、
保
護
者
が
働

い
て
い
る
、
い
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
入
館
で
き
る
。
ま
た
、
使

用
料
の
月
額
が
所
得
に
応
じ
て

３
０
０
０
円
～
１
万
４
０
０
０

円
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
減
免

も
受
け
ら
れ
大
変
利
用
し
や
す

い
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
児
童
館
の
入
所
率
が
極
め

て
低
い
。
地
域
の
児
童
数
が

減
っ
て
き
て
い
る
要
因
も
あ
る

が
、
若
者
世
帯
の
多
く
が
共
働

き
で
子
育
て
を
し
て
お
り
、
児

童
館
の
受
け
入
れ
時
間
帯
が
合

わ
な
い
と
い
う
世
帯
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
近
く
に
子
ど
も
の

面
倒
を
見
る
施
設
が
あ
る
の
に

預
け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、

子
育
て
し
て
い
る
家
庭
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
早
急
に
、
早
朝
・
延
長
保

育
が
で
き
る
認
定
こ
ど
も
園
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
最
近
の
保
育
ニ
ー

ズ
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
各

地
域
の
保
育
需
要
を
見
極
め
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
方
向

性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

乳
が
ん
死
亡
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

検
診
率
ア
ッ
プ
を

　
乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
す
れ

ば
完
治
が
期
待
で
き
る
。
乳
が

ん
検
診
を
よ
り
多
く
の
人
に
受

診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
ス
リ
ー
ス
マ
イ
ル

運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
検

診
率
が
４３
㌫
と
ま
だ
ま
だ
低

い
。
そ
の
た
め
、
乳
が
ん
に
関

す
る
知
識
や
自
己
検
診
法
な
ど

の
動
画
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
、

受
診
し
な
い
人
に
送
る
な
ど
、

乳
が
ん
検
診
の
重
要
性
を
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
メ
イ
ト
の
養
成
講
習
会

の
中
で
、
乳
房
模
型
を
使
っ
た

自
己
検
診
法
な
ど
の
学
習
を

行
っ
て
い
る
。
映
像
を
使
っ
た

啓
発
活
動
は
大
変
効
果
的
だ
が

自
前
で
の
制
作
は
難
し
い
。
今

後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
聴
覚

機
材
を
活
用
し
て
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

水み

戸と

芳よ
し

美み

議
員

令和元年8月1日発行 6
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一 般 質 問

農
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
増
進
を
図
る
べ
き

発
災
時
に
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
環
境
を

　

本
市
の
今
日
ま
で
の
発
展

は
、
先
代
の
為
政
者
が
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
整
然
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た

結
果
で
あ
り
、
今
や
成
熟
し
つ

つ
あ
る
こ
と
は
市
民
が
等
し
く

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
市
街
化
調
整

区
域
の
農
村
部
は
、
住
宅
建
設

が
抑
制
さ
れ
年
々
人
口
が
減
少

し
、
小
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
に
苦
慮
し
て
い
る
。
周

辺
農
村
部
が
過
疎
化
す
れ
ば
、

い
ず
れ
中
心
市
街
地
も
衰
退
す

る
の
は
必
然
で
あ
り
、
早
急
に

農
村
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持・増
進
を
図
る
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

　
天
童
市
一
斉
メ
ー
ル
の
登
録

者
数
が
本
市
人
口
の
２
㌫
、
西

部
地
区
へ
の
防
災
ラ
ジ
オ
無
償

貸
与
の
申
請
件
数
が
６
月
５
日

現
在
で
１
３
０
台
中
２
台
で
あ

り
、
市
民
の
発
災
時
の
情
報
収

集
に
対
す
る
受
信
方
法
の
認
知

度
と
災
害
に
対
す
る
関
心
度
の

低
さ
に
対
し
、
本
市
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

山
本
市
長　
避
難
勧
告
等
の
防

災
情
報
は
今
年
６
月
か
ら
警
戒

レ
ベ
ル
を
付
し
て
発
令
す
る
こ

と
に
伴
い
、
そ
の
内
容
と
避
難

情
報
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
、

チ
ラ
シ
全
戸
配
布
な
ど
各
種
広

報
手
段
の
ほ
か
、
地
域
や
学
校

で
防
災
に
関
す
る
い
き
い
き
講

プ
ラ
ン
で
は
、
市
総
合
計
画
や

市
国
土
利
用
計
画
に
即
し
て
、

市
街
地
と
田
園
集
落
そ
れ
ぞ
れ

の
施
策
の
共
存
、
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

農
村
部
で
の
人
口
減
少
が
進
む

中
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
は
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
、

行
政
と
し
て
の
責
任
と
捉
え
て
、�

定
住
人
口
の
確
保
に
努
め
る
。

寺
津
地
区
民
総
意
の
要
望
に

行
政
と
し
て
応
え
る
べ
き

　
人
口
減
少
は
、
即
、
小
学
校

の
児
童
数
の
減
少
を
も
た
ら
し
、�

教
育
の
機
会
均
等
を
脅
か
す
こ

と
に
連
動
す
る
。
現
在
、
寺
津

小
学
校
の
児
童
数
は
７４
人
で
、

市
内
で
は
最
も
規
模
の
小
さ
い

学
校
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
複
式
学
級
は
お

ろ
か
、
学
校
の
存
立
に
も
影
響

し
か
ね
な
い
と
の
危
機
感
か
ら

住
民
集
会
を
開
催
し
、
県
住
宅

供
給
公
社
に
よ
る
住
宅
団
地
の

造
成
を
、
寺
津
地
区
振
興
会
議

名
で
市
に
要
望
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
行
政
の
補
完
的
役
割
を
、�

延
々
と
担
っ
て
き
た
寺
津
地
区

の
民
意
を
く
み
取
り
、
切
な
る

願
い
に
応
え
る
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
寺
津
地
域
の
人
口

減
少
、
特
に
子
ど
も
の
数
が

減
っ
て
い
く
状
況
を
考
え
れ
ば
、�

定
住
人
口
を
促
進
す
る
た
め
何

ら
か
の
施
策
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。
住
宅
団
地
の
造
成
は
寺

津
地
域
の
切
な
る
願
い
で
あ
り
、�

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
る
が
、

計
画
の
見
直
し
も
含
め
整
備
の

可
能
性
を
早
急
に
検
討
す
る
。

座
や
催
し
等
の
機
会
を
捉
え
積

極
的
に
周
知
を
行
う
。

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

地
域
別
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

　
町
内
会
役
員
の
な
り
手
不
足

や
地
域
交
流
が
減
少
傾
向
に
あ

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

問
題
が
あ
り
防
災
に
対
す
る
温

度
差
が
生
じ
て
い
る
。
地
域
防

災
力
を
高
め
る
う
え
で
、
自

助・共
助
の
強
化
を
目
的
と
し
、

防
災
と
い
う
重
要
な
課
題
に
向

け
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
促
進

さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
自
ら

考
え
取
り
組
め
る
地
域
別
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
は
な
い

か
。

山
本
市
長　
自
主
防
災
組
織
の

防
災
資
機
材
更
新
等
の
機
会
を

捉
え
、
地
域
の
防
災
計
画
の
定

期
的
な
見
直
し
を
働
き
か
け
て

い
る
。
今
後
も
計
画
内
容
が
各

地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
た
実
効

性
の
あ
る
も
の
と
な
り
、
地
域

住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
命

と
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
防

災
、
災
害
に
関
心
を
持
ち
、
自

ら
の
判
断
で
主
体
的
に
行
動
し

て
も
ら
え
る
よ
う
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

遠
藤
総
務
部
長　
地
域
別
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
主
防
災
会
で
策
定
し

て
い
る
が
、
現
状
に
合
わ
な
い

も
の
が
多
々
あ
る
た
め
、
内
容

等
の
検
討
と
見
直
し
が
で
き
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
支
援

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町
内

会
単
位
で
防
災
意
識
等
に
つ
い

て
啓
発
を
検
討
し
て
い
く
。

遠え
ん

藤ど
う

敬け
い

知と
も

議
員

熊く
ま

澤ざ
わ

光ひ
か

吏り

議
員

てんどう市議会だより №1657
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特
別
支
援
学
校
中
学
部
・

高
等
部
の
早
期
建
設
を

　
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
・

高
等
部
の
設
立
に
向
け
て
県
に

重
要
事
業
で
要
望
し
て
い
る
の

は
承
知
し
て
い
る
が
、
積
極
的

な
形
で
進
め
る
た
め
、
関
係
者

と
の
協
議
会
を
設
立
す
る
な
ど

の
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
特

別
支
援
学
校
送
迎
支
援
事
業
で

交
通
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
状
の
支
援
で
は
足
り
な
い
と

の
声
も
あ
る
。
市
ま
た
は
教
育

委
員
会
で
、
支
援
の
拡
充
、
ま

た
乗
り
合
い
バ
ス
で
交
通
支
援

の
補
完
が
で
き
な
い
か
。

相
澤
教
育
長　
協
議
会
を
作
っ

て
今
す
ぐ
組
織
的
に
動
く
計
画

は
な
い
が
、
特
別
支
援
学
校
の

保
護
者
か
ら
色
々
な
情
報
を
集

め
な
が
ら
、
保
護
者
の
声
を
県

へ
の
要
望
と
し
て
届
け
て
い
く
。

な
お
、
特
別
支
援
学
校
の
中
学

部
・
高
等
部
設
立
と
天
童
校
の

施
設
拡
充
に
つ
い
て
の
要
望

は
、
天
童
校
の
開
校
以
来
、
県

へ
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
続

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
通
学
支
援
拡
充
に

つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

配
備
案
を
作
れ
る
が
、
行
政
当

局
と
十
分
相
談
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
通
学
支
援
拡
充
は
望

ま
し
い
が
、
現
在
の
制
度
を
基

本
に
考
え
て
い
る
。

山
本
市
長　
通
学
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
支
援
の
拡
充

を
行
う
予
定
は
な
い
。
な
お
、

引
き
続
き
県
に
対
し
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
の
通
学
支
援
を
強
く

要
望
し
て
い
く
。

選
挙
の
投
票
率
向
上
へ

　
本
市
の
選
挙
に
お
い
て
投
票

率
が
下
が
っ
て
い
る
が
、
７
月

参
院
選
、
９
月
市
議
選
に
向
け

て
市
民
の
関
心
を
高
め
、
投
票

率
の
向
上
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
。

秋
葉
選
挙
管
理
委
員
長　
大
変

好
評
だ
っ
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
天

童
で
の
期
日
前
投
票
を
１
日
延

長
し
、
５
日
間
実
施
す
る
。
ま

た
、
選
管
だ
け
で
投
票
率
向
上

を
図
る
の
は
限
界
が
あ
る
。
政

治
に
無
関
心
な
層
の
割
合
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
議
員
の
政

治
活
動
の
中
で
、
市
民
が
政
治

に
関
心
を
高
め
て
選
挙
へ
の
参

加
を
促
す
協
力
を
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

保
育
所
の
入
所
施
設
選
考
に
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
て
は

　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
業
務

に
活
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
今
後
、
本
市
に
お
い
て

も
各
種
業
務
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務

の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
保
育
所
等
の
入
所
施
設
選
考

業
務
の
よ
う
に
手
順
が
明
確
な

作
業
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
の

に
適
し
た
業
務
で
あ
る
。
先
行

事
例
と
し
て
保
育
所
等
の
入
所

施
設
選
考
業
務
で
実
施
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
来
年
度
は
施
設
数

が
増
え
、
保
育
所
利
用
調
整
業

務
は
こ
れ
ま
で
よ
り
大
幅
に
増

大
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
事
務
の
見
直
し
と
効
率

化
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
先
進
自
治
体
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
Ａ

Ｉ
等
の
導
入
に
よ
る
費
用
対
効

果
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
を
ど
う
生
か
す
か

　
山
形
広
域
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン

ト
リ
ッ
プ
調
査
の
結
果
が
公
表

さ
れ
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
「
ど
ん
な
人

が
」「
い
つ
」「
ど
こ
か
ら
ど
こ

へ
」「
何
の
目
的
で
」「
ど
の
よ

う
な
交
通
手
段
で
」
移
動
し
た

か
を
調
べ
る
。
そ
の
結
果
は
、

交
通
計
画
、都
市
計
画
、防
災
、

福
祉
な
ど
の
分
野
で
状
況
を
分

析
し
、
政
策
の
立
案
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
本
市
で
は
こ
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
活
用
を
進
め
る
旗
振
り

役
が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
各
課
で
情
報
を
共

有
し
、
市
の
総
合
計
画
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の

計
画
立
案
の
基
礎
資
料
や
各
施

策
の
参
考
資
料
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

人工知能（AＩ）とは？

これまで人間にしかで
きなかった知的な行為
を、コンピューターに
行わせる技術

保育所の入所施設選考
業務は、ＡＩ活用に適
した業務ではないか。

一 般 質 問

令和元年8月1日発行 8



改修が予定されている干布小学校プール

予算特別委員会 令和元年度一般会計補正予算

干
布
小
学
校
の

プ
ー
ル
改
修
工
事

委
員　
小
学
校
の
施
設
整
備
工

事
費
７
８
６
３
万
円
の
内
容

は
。
傷
ん
で
い
る
プ
ー
ル
も
あ

る
よ
う
だ
が
今
後
の
対
応
は
。

教
育
次
長　

干
布
小
学
校
の

プ
ー
ル
改
修
費
用
で
あ
る
。

プ
ー
ル
の
改
修
は
天
童
南
部
小

学
校
を
残
す
だ
け
と
な
る
。

　
改
修
が
必
要
な
プ
ー
ル
は
、

今
後
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
の
中
で
考
え
て
い
く
。

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
を

負
担
軽
減

委
員　
２
０
０
２
万
３
０
０
０

円
軽
減
さ
れ
る
が
、
低
所
得
者

の
負
担
軽
減
の
対
象
者
数
と
軽

　一般会計・特別会計補正予算は、予算特別委員会
に付託され審査された後、本会議において、原案の
とおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

一般会計
３億２０８万9０００円を

増額補正

減
さ
れ
る
額
は
。
対
象
者
へ
の

周
知
は
。

保
険
給
付
課
長　
介
護
保
険
料

は
１１
段
階
で
賦
課
し
て
い
る

が
、
低
所
得
者
層
３
段
階
の
負

担
を
軽
減
す
る
。
軽
減
す
る
費

用
は
国
が
２
分
の
１
、
県
と
市

が
４
分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
。

介
護
保
険
料
は
７
月
に
賦
課
通

知
さ
れ
る
。
市
報
に
も
掲
載
す

る
。道

路
改
良
工
事
事
業

委
員　
地
方
道
路
新
設
改
良
工

事
事
業
の
８
３
１
７
万
９
０
０

０
円
の
内
容
と
完
成
の
予
定
は
。

建
設
課
長　
工
事
の
主
な
内
容

は
、
矢
野
目
高
擶
線
に
関
連
す

る
自
動
車
道
な
ど
約
１
０
０
㍍

の
改
良
と
向
原
１
号
線
２
２
０

㍍
の
道
路
改
良
工
事
で
あ
る
。

矢
野
目
高
擶
線
は
今
年
度
で
の

完
成
を
目
指
す
。
向
原
１
号
線

は
令
和
２
年
度
で
完
成
の
予
定

で
あ
る
。

公
園
施
設
整
備
事
業

委
員　
公
園
の
管
理
に
要
す
る

経
費
３
４
８
０
万
円
の
内
容
と

公
園
の
男
子
用
ト
イ
レ
の
ド
ア

の
設
置
は
。

都
市
計
画
課
長　
本
町
公
園
に

つ
い
て
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
を
行

い
、
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
す
る
。
他
に
も
老
朽
化
し

た
遊
具
の
更
新
工
事
を
行
う
。

男
子
用
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
目

隠
し
の
配
慮
は
必
要
で
あ
り
、

ド
ア
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

一般会計補正予算の
あらまし

補正額　３億２０８万９０００円
主な内容� （単位：万円）

介護保険特別会計
繰出金 ３，１４３

商工業の金融対策
に要する経費 ６３０

地方道路の新設改
良に要する経費 ８，３１７

公園の管理に要す
る経費 ３，４８０

小学校の管理に要
する経費 ７，８６３

住宅の耐震化支援
に要する経費 １５０

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

支
援
補
助
金
の
増
額
補
正

委
員　
昨
年
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

調
査
で
特
に
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
あ
っ
た
が
、
補
助
金
申
請

は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
か
。
当

初
予
算
１
５
０
万
円
、
同
額
の

追
加
補
正
だ
が
、
間
に
あ
う
の

か
。

建
設
部
長　
特
に
危
険
な
所
有

者
に
は
戸
別
に
働
き
か
け
、
協

力
い
た
だ
い
た
方
も
あ
る
。
４

月
の
受
付
か
ら
一
か
月
で
、
１４

件
の
申
請
を
受
理
し
、
相
談
も

数
件
あ
り
、
補
助
金
が
不
足
す

る
の
で
補
正
す
る
も
の
。

対象者数（人） 軽減額合計
　　（万円）

段階１ １，７１１ ８５４.３

段階２ １，１０８ ９４７.３

段階３ １，１７４ ２００.７

合　計 ３，９９３ ２,００２.３

各段階における対象者数と軽減額合計

てんどう市議会だより №1659



提出された議案とその結果
　平成３１年度第１回臨時会が開催され、原案のとおり可決されました。また、令和元年度第２回定例会に
提出された議案とその結果は次のとおりです。

第１回臨時会（４月２５日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
平成３０年度天童市一般会計補
正予算（第９号）の専決処分
の承認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

報第２号
物損事故に係る損害賠償の額
の決定についての専決処分の
報告について

報　　告

議第１号 平成３１年度天童市一般会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２号 天童市市税条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第３号
天童市立公民館の設置及び管
理に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第４号
山口西工業団地造成工事（３１
－１工区）請負契約の締結に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第５号
山口西工業団地道路改良工事
（第１工区）請負契約の締結
について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第８号 平成３０年度天童市情報公開条
例の運用状況の報告について 報　　告

議第６号 令和元年度天童市一般会計補
正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７号 令和元年度天童市介護保険特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第８号 天童市手数料条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第９号
天童市高齢者健康福祉施設の
設置及び管理に関する条例の
設定について

原案可決
（全会一致）

議第１０号
天童市放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第１１号 天童市介護保険条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第１２号 天童市火災予防条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第１３号
天童市高齢者健康福祉施設建
築主体その他工事請負契約の
締結について

原案可決
（全会一致）

議第１４号
天童市高齢者健康福祉施設機
械設備工事請負契約の締結に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第１５号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第１６号 高規格救急自動車の取得につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第１７号
天童市特別職に属する者の給
与に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第１８号 令和元年度天童市一般会計補
正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第１９号 天童市立津山公民館改築主体
工事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

第２回定例会（５月３１日～６月１４日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第３号 平成３０年度天童市一般会計予
算繰越明許費の報告について 報　　告

報第４号 平成３０年度天童市水道事業会
計予算繰越しの報告について 報　　告

報第５号
天童市土地開発公社の経営状
況並びに事業計画の報告につ
いて

報　　告

報第６号
公益財団法人天童市文化・ス
ポーツ振興事業団の経営状況
並びに事業計画の報告につい
て

報　　告

報第７号
株式会社スポーツクラブ天童
の経営状況並びに事業計画の
報告について

報　　告
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教えて っすケケロロ

　６月１１日に東京・東京国際フォーラムで開催さ
れた全国市議会議長会定期総会において、次の
方々が表彰されました。

全国市議会議長会評議員として会務に精励され
たことに対し感謝状が贈られました。

◇議員２０年以上
　鈴木　照一　議員（Ｈ７．１０～）

永年勤続表彰

赤塚幸一郎議長に感謝状

紹介議員について、自己の所属する委員会の所管事項に関
する請願については、紹介議員になれません。

議 会 の う ご き
（４月１日～７月１９日）

■４月
　４日　広報委員会
　４日～５日　東北市議会議長会定期総会
　１１日　議会運営委員会
　１２日　広報委員会
　１７日　市長要請経済建設常任委員会
　１８日　市長要請総務教育常任委員会
　２２日　富山市議会視察来童
　２３日　全員協議会（市長要請を含む）
　２５日　議会運営委員会
　　　　平成３１年度第１回市議会臨時会
　　　　市長要請各派代表者会
■５月
　１４日～�１６日　総務教育常任委員会行政視察（熊本県菊池

市・宇土市、鹿児島県日置市）
　　　　�環境福祉常任委員会行政視察（東京都町田市・日野

市、神奈川県秦野市）
　１５日～�１７日　経済建設常任委員会行政視察（静岡県掛川

市、愛知県岡崎市、静岡県伊豆市）
　２０日　ＩＣＴ議会推進委員会
　　　　市長要請全員協議会
　２１日　�議会報告・意見交換会（天童北部・蔵増・山口・田

麦野・干布）
　２２日　市長要請各派代表者会
　　　　山口県光市議会視察来童
　　　　議会報告・意見交換会（天童中部・成生・寺津・高擶）
　２３日　議会報告・意見交換会（天童南部・津山・長岡・荒谷）
　２４日　ＩＣＴ議会推進委員会
　　　　議会運営委員会
　　　　市長要請環境福祉常任委員会
　２９日　山形県市議会議長会定期総会
　３１日～６月１４日　第２回市議会定例会
　３１日　広報委員会
■６月
　５日　議会運営委員会
　６日　�市長要請総務教育常任委員会（連携中枢都市圏構想

について）（天童市いじめ防止基本方針の改定について）
　７日　�市長要請経済建設常任委員会（危険ブロック塀等撤

去支援事業の実施状況について）（山形県管理河川
の洪水浸水想定区域の見直しについて）

　７日～８日　さくらんぼトップセールス（議長／東京都）
　１０日　ＩＣＴ議会推進委員会
　　　　�全国温泉所在都市議会議長協議会総会（議長、局長

／東京都）
　１１日　全国市議会議長会定期総会（議長、局長／東京都）
　１２日　各派代表者会
　１３日　議会運営委員会
　１４日　広報委員会
　１９日　県への重要事業要望（議長、局長／県庁）
　２１日　�市長要請経済建設常任委員会（降雹被害に対する市

の対応について）
　２４日～�２５日　政和会先進地視察（埼玉県吉川市、千葉県我

孫子市）
　２５日　東京都葛飾区議会視察来童
■７月
　２日　静岡県御殿場市議会視察来童
　　　　東根市外２市１町共立衛生処理組合議会運営委員会
　３日　広報委員会
　５日　愛知県東海市議会視察来童
　８日　東根市外２市１町共立衛生処理組合定例会
　９日　�知事を囲む市町村自治振興懇談会（議長、局長／山

形市）
　１１日　広報委員会
　１１日～１５日　中国瓦房店市市民訪問団（議長／中国）
　１２日　栃木県那須町議会視察来童
　１７日～�１９日　清新会先進地視察（大阪府豊中市・堺市、兵

庫県明石市）

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベント、
健康・子育てなどの情報を、電子メールでお知らせする
メール配信サービスを行っています。ぜひご登録ください。
※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通信料・パケット
通信費は登録された方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを送信し
てください。

かんたん登録

　　市議会へ請願書を提出する制度は、市民の皆さんの
意見や要望を市政に反映させる方法として、法律上認め
られた権利の一つです。請願を提出する場合には、請願
書に必ず１人以上の紹介議員の署名または記名押印が必
要となります。
　請願書は、いつでも受け付けていますが、議会定例会
招集日（開会日）前８日正午までに受理した請願は、そ
の定例会で審査します。所管の常任委員会で審査された
後、本会議において採択・不採択が決定されます。

Ａ
請願の提出の仕方は？

※請願の締め切りは、８月６日（火）正午の予定です。

Ｑ

◇議員１５年以上
　赤塚幸一郎　議員（Ｈ１５．１０～）
　結城　義巳　議員（Ｈ１５．１０～）

◇議員１０年以上
　村山　俊雄　議員（Ｈ２０．１２～）

てんどう市議会だより №16511



議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

特集１

１班

３班

２班

４班

山口・高擶・天童南部

天童北部・寺津・津山

蔵増・天童中部・荒谷

干布・成生・長岡

伊藤護國、松田光也、村山俊雄、
遠藤喜昭、笹原隆義

伊藤和子、結城義巳、遠藤敬知、
水戸芳美、熊澤光吏

鈴木照一、後藤和信、山口桂子、
渡辺博司、三宅和広

水戸　保、石垣昭一、山崎　諭、
狩野佳和、武田正二、佐藤俊弥

　
今
回
は
、
各
種
団
体
の
役
員
の
方

ば
か
り
で
な
く
、
独
自
の
視
点
で
問

題
意
識
を
持
ち
、
発
言
さ
れ
た
方
が

目
立
っ
た
。
子
ど
も
食
堂
、
学
童
、

防
犯
カ
メ
ラ
等
々
。

　

我
々
は
、
こ
れ
ら
の
提
言
を
行

政
、
議
会
双
方
の
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
、
実
現
に
向
け
て
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
強
く
思
っ

た
。

�

（
班
長　
村
山
俊
雄
）

　
参
加
を
呼
び
掛
け
て
集
ま
っ
て
く

れ
た
会
場
も
あ
り
感
謝
し
た
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
も
具
体

的
に
出
さ
れ
て
、
認
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見

交
換
の
場
に
な
っ
た
。　

　
時
節
柄
、
議
員
の
な
り
手
不
足
の

話
題
も
出
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が

交
換
さ
れ
た
。
１８
歳
か
ら
投
票
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
若
い

人
た
ち
と
の
意
見
交
換
も
や
っ
た
ら

ど
う
か
と
の
提
案
も
い
た
だ
い
た
。

�

（
班
長　
伊
藤
和
子
）

　
今
回
も
平
日
の
夜
、
夕
食
時
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
感
謝
し
た
い
。

　
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
気
軽
に
発
言
で
き

る
よ
う
意
識
し
、
運
営
に
努
め
た
。

　
特
に
各
会
場
で
「
防
災
」
に
つ
い

て
の
発
言
が
目
立
っ
た
。
住
民
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
等

は
、
今
後
の
議
会
運
営
や
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
に
反
映
し
た
い
。

�

（
班
長　
鈴
木
照
一
）

　
１４
回
目
の
今
回
、
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
の
開
催
前
で
あ
っ
た
が
、
参
加

す
る
の
が
数
回
の
方
、
ま
た
初
め
て

の
方
等
を
含
め
、
各
会
場
と
も
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
議
会
は
堅
苦
し
い
と
映
る
の
か
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
交
換
を
や
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
進
め
方
と
し
て
、
議
会
だ
よ

り
等
文
書
に
あ
る
も
の
は
、
説
明
を

省
略
し
市
民
が
気
楽
に
質
問
で
き
る

雰
囲
気
づ
く
り
が
必
要
と
感
じ
た
。

�

（
班
長　
水
戸　
保
）

　

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

を
、
５
月
２１
日
か
ら
２３
日
ま
で

市
内
１２
カ
所
で
開
催
し
ま
し

た
。
１
４
７
人
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告

と
、
地
域
の
身
近
な
課
題
な
ど

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
会
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望

等
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
貴
重

な
声
と
し
て
対
応
を
協
議
し
、

市
政
に
対
す
る
も
の
は
、
議
会

に
お
け
る
政
策
立
案
や
政
策
提

言
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
長
等
に
文
書
で
提
出

し
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
報
告
書

（
簡
易
な
会
議
録
）
は
、
議
会

報
告
会
で
の
質
問
等
に
つ
い
て

の
回
答
を
含
め
、
市
立
公
民
館

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

令和元年8月1日発行 12



○会場ごと参加者数

○�議会・議員に対する意見・要望等（自由記載欄の抜粋）
議会報告・意見交換会の運営等
＊�この会は、初めて参加させていただきましたが、直接いろい
ろお話が聞けて大変勉強になりました。ありがとうございま
した。

＊�出席者のレベルが高く、もっともっと勉強する必要性を強
く感じました。また自分の意見を持つ重要性も改めて感じ
た夜になりました。
＊�説明、話題提供、質問等豊富でよかったが、軽難聴のため
聞き取れない部分があり残念だった。マイクを使っては？
＊�活発な意見交換でありました。市の現状、議員の方々の考
え方、活動なども具体的に伺うことができ、有意義であり
ました。
＊�意見交換会に参加しただけで、いろいろな意見を聞けるの
で有意義な会であると思います。
＊�ざっくばらんな意見交換会で有意義でした。人数が少ない
のもたまにはいいですね。
＊�常任委員会等の行政視察等の説明が具体的で良かった。

議員・議会への要望等
＊�防災について、一般市民への普及啓発を進めてほしい。また、
市職員の意識向上を願っている。

参加者へのアンケート　集計結果

天童南部天童中部天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山 山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷
５ １６ １３ １０ １６ ５ １ ２０ ８ ２２ ２４ ７

参加者合計 アンケート回答者数 アンケート回答率
１４７ １２８ ８７．１％

＊�農業者の実質所得を上げる施策を提言してほしい。
＊�子どもたちが学びやすい環境づくりにご尽力ください。
＊�市郊外の発展を考えてほしい。

市政への意見・要望等
＊�敬老会開催について、誰もがやっていただいて良かったと
思えるような会になってほしいと思います。婦人会の方も
大変そうですので、是非改善していただけるように。私の
所は、婦人会のない地区ですが、長いこと手伝いを依頼さ
れてやってまいりましたが、とても考えさせられました。
敬老会にいらして「良かった」と思われる方がどのくらいい
らっしゃるのでしょうか。時代にマッチした楽しい素敵な
姿になりますように切望します。

＊�現在、介護職員の離職率が多く、これから高齢化社会でか
つ核家族化が進む中で、政策を見直す必要があるのではな
いか。

＊�教育委員会と民生児童委員との懇談会等、情報交換の機会
が持てないものか。（地区に限定した情報）

　参加者の性別は９割以上が男性であり、年代は６０歳～７０歳代が８割以上を占めている。町内会役員等の
地域活動をしている方が積極的に参加してくださったと推測される。参加人数は会場によってばらつきが
あるが、１０人を下回る会場もあることから、地域の皆さんが関心のあるテーマ設定や、開催曜日や開催時
間の工夫が必要であると思われる。また、これまで参加したことのない方からも足を運んでいただくため、
さらにＰＲが必要である。

○�議会報告・意見交換会
に対する評価について

　「評価する」が６割以上であり、
有意義だったとの意見も多かっ
た。わかりやすさや内容の充実に
努め、市民の皆さんの意見を市政
に生かしていく場にしたい。

【性別】

男性９３％

女性６％
未記入１％

【年齢】
３０歳代２％

４０歳代３％

５０歳代９％
７０歳代３０％

６０歳代５１％

８０歳代５％

未記入１０％

どちらとも
１９％

評価しない
２％

評価する６９％

【評価】

６～９回目
１７％

２～５回目
５２％

はじめて２６％
１０回目以上５％

【参加回数】
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総務教育常任委員会
宇土市 網田小学校を現地視察

先進地 に学ぶ
行政視察の報告

　本市議会では、常任委員会ごとに、
先進的で魅力ある行政施策を実施して
いる自治体などへ、関連する部署の市
職員も同行し行政視察を行っています。
　行政視察の成果は、市議会の中で、
本市が抱える行政課題や市への提言等
に反映され、今後のまちづくりに活か
されています。
　今回実施した行政視察の内容をご報
告します。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

 

熊
本
県 

菊き
く
池ち

市

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
熊
本
藩
最
大
の
米
の
積
出
港

と
し
て
栄
え
た
菊
池
市
は
、
人

口
約
４
万
８
０
０
０
人
。

　

菊
池
市
は
、
外
部
か
ら
の

「
よ
そ
も
の
」・「
わ
か
も
の
」

の
新
鮮
な
発
想
で
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
人
材
と
し
て
、
平

成
２７
年
度
か
ら
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
採
用
し
て
い
る
。
制

度
に
よ
る
隊
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

も
良
く
、
任
期
を
終
了
し
た
隊

５
月
１４
日
～
１６
日

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

５
月
１４
日
～
１６
日

 

神
奈
川
県 

秦は
だ
野の

市

公
共
交
通
空
白
地
へ
の
対
応

　
湧
水
群
を
活
用
し
た
ボ
ト
ル

ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
日
本
一
の
秦

員
の
移
住
状
況
は
、
全
国
平
均

を
上
回
り
、
ま
た
、
起
業
に
も

結
び
付
い
て
い
た
。
天
童
市
で

も
本
年
度
か
ら
こ
の
制
度
を
活

用
す
る
が
、
大
変
参
考
に
な
っ

た
。

 

熊
本
県 

宇う

土と

市

小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

　
小
西
行
長
居
城
の
地
宇
土
市

は
、人
口
約
３
万
７
０
０
０
人
。

　
平
成
１７
年
度
か
ら
、
文
部
科

学
省
の
指
定
を
受
け
て
、
網
田

小
・
中
学
校
で
先
行
し
て
小
中

野
市
は
、
人
口
約
１７
万
人
。

　
交
通
空
白
地
や
不
採
算
バ
ス

路
線
の
課
題
解
消
の
た
め
に
地

域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い

一
貫
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

中
学
校
教
師
が
小
学
５
・
６
年

生
の
各
教
科
に
乗
り
入
れ
授
業

を
行
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
し
て
い
た
。
目
標
と
し

て
、
義
務
教
育
９
年
間
を
終
了

し
た
と
き
に
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
を
育
成
し
、
ま
た
、

い
じ
め
対
策
で
、「
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
」
を
解
消
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
教

員
体
制
が
難
し
く
、
天
童
市

に
、
同
じ
よ
う
な
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
は
時
期
尚
早
と
感
じ

た
。

 

鹿
児
島
県 

日ひ

置お
き
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
鹿
児
島
県
の
中
央
部
に
位
置

す
る
日
置
市
は
、
人
口
約
４
万

８
０
０
０
人
。

　
日
置
市
で
は
、
市
外
に
本
社

を
置
く
企
業
か
ら
の
寄
附
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
に
よ
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

寄
附
活
用
事
業
」
を
行
っ
て
い

る
。
行
っ
て
い
る
事
業
の
一
つ

に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
歓
迎

し
、
今
後
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
元

企
業
と
連
携
し
た
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
ひ
お
き
コ
ウ
ノ

ト
リ
便
」
の
配
布
を
実
施
し
て

い
る
。
市
民
に
好
評
で
あ
り
、

検
討
し
た
い
内
容
で
あ
っ
た
。

�

（
委
員
長　
武
田
正
二
）

る
。
運
行
形
態
は
路
線
固
定
型

と
、
利
用
者
の
要
望
に
応
じ

て
、
区
間
内
を
自
由
に
ル
ー
ト

や
時
間
を
変
え
て
回
る
デ
マ
ン

ド
型
で
、
割
引
運
賃
や
未
登
録

者
も
利
用
可
能
な
制
度
に
工
夫

を
凝
ら
す
が
、
利
用
の
拡
大
に

至
っ
て
い
な
い
。
乗
車
率
の
向

上
は
、
本
市
と
同
様
の
課
題
で

あ
る
。

 

東
京
都 

町ま
ち
田だ

市

ひ
き
こ
も
り
者
へ
の
支
援

　
首
都
圏
有
数
の
商
業
拠
点
で

多
摩
地
区
の
中
核
都
市
・
町
田

市
は
、
人
口
約
４３
万
人
。

　
就
学
、
教
育
、
保
健
医
療
、

福
祉
、
居
場
所
等
の
関
係
機
関

が
連
携
し
て
総
合
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
保
健
師
と
心
理
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経済建設常任委員会
伊豆市 食肉加工センターイズシカ問屋を現地視察

環境福祉常任委員会
町田市 ひきこもり者支援、子ども食堂について視察

特集２

先進地 に学ぶ
常任委員会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

５
月
１５
日
～
１７
日

 

静
岡
県 

掛か
け

川が
わ

市

官
民
協
働
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

　
掛
川
市
は
、
静
岡
県
の
西
部

に
位
置
し
、
新
幹
線
、
国
道
１

号
、
新
東
名
高
速
道
路
と
、
日

本
の
大
動
脈
を
抱
え
、
人
口
は

約
１１
万
人
。
現
在
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
は
、
外
国
人
を
含
め

多
数
の
人
が
持
っ
て
お
り
、
無

料
で
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
提

供
を
官
民
協
働
で
整
備
拡
大
し

て
い
る
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
増
加
が
見
込
ま
れ
、
９
カ

国
語
対
応
や
使
用
で
き
る
店
舗

等
に
、
共
通
ロ
ゴ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
誰
で
も
分
か
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
電

源
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
、W

i–Fi

が
使
え
る
移
動
式
も
利
用
し
て

お
り
、
本
市
で
も
桜
ま
つ
り
な

ど
に
活
用
で
き
る
の
で
は
と
参

考
に
な
っ
た
。

 

愛
知
県 

岡お
か
崎ざ
き
市

中
小
企
業
の
売
上
ア
ッ
プ
相
談

　
岡
崎
市
は
、
愛
知
県
の
中
央

士
が
相
談
員
を
担
っ
て
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
、
講
演
会
を
開
催
し

て
相
談
に
結
び
付
け
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
連
携
し
た
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
の
支
援
体
制
の
構

築
が
急
務
で
あ
る
。

子
ど
も
食
堂

　
一
人
ぼ
っ
ち
の
食
事
と
な
る

子
ど
も
た
ち
を
貧
困
の
差
別
な

し
に
支
援
し
て
い
る
。
９
カ
所

で
の
開
設
だ
が
、
地
域
間
の
ば

ら
つ
き
が
課
題
で
あ
る
。
市
が

実
施
主
体
で
は
な
い
が
、
今
後

の
参
考
と
し
た
い
。

 

東
京
都 

日ひ

野の

市

福
祉
と
教
育
が
一
体
支
援

　
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
日
野

市
は
、
人
口
約
１９
万
人
。

　
０
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
、
子
育
て
中
の
保
護
者
へ

の
総
合
支
援
施
設
と
し
て
、
発

達・教
育
セ
ン
タ
ー
「
エ
ー
ル
」

を
平
成
２６
年
４
月
開
設
。
発

達
、
教
育
、
就
学
を
一
体
と
し

て
捉
え
、
発
達
支
援
課
と
教
育

支
援
課
を
設
置
。
エ
ー
ル
は
多

様
な
専
門
職
員
を
配
置
し
て
、

成
長
記
録
「
か
し
の
き
シ
ー

ト
」
を
作
成
し
関
係
機
関
が
情

報
共
有
を
図
っ
て
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

本
市
も
各
関
係
機
関
が
連
携
し

た
相
談
支
援
体
制
の
あ
り
方
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

�

（
委
員
長　
遠
藤
敬
知
）

に
位
置
し
、
古
く
か
ら
城
下

町
・
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
人

口
約
３８
万
人
。
中
小
企
業
が
大

部
分
を
占
め
、
売
上
を
伸
ば
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
無
料
で
相

談
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（O

ka
ｰ
Biz

）
を

開
設
し
て
い
る
。
相
談
件
数
も

年
々
増
加
し
、
売
上
や
新
商
品

開
発
の
実
績
も
向
上
し
、
女
性

の
起
業
家
も
続
々
誕
生
し
て
い

る
。
す
で
に
山
形
市
で
相
談
開

始
し
たY

ｰ
biz

と
の
連
携
を

考
え
た
い
。

 

静
岡
県 

伊い

豆ず

市

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
ジ
ビ
エ
施
設

　

伊
豆
市
は
、
人
口
約
３
万

人
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
増
え

す
ぎ
に
よ
る
深
刻
な
農
作
物
被

害
を
受
け
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
許

可
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
て
い

る
。
捕
獲
後
の
処
理
に
頭
を
悩

ま
せ
て
い
た
が
、
命
あ
っ
た
動

物
を
最
大
限
に
有
効
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
、
食
肉
加

工
セ
ン
タ
ー（
イ
ズ
シ
カ
問
屋
）

を
設
置
し
た
。
捕
獲
後
４
時
間

以
内
で
持
ち
込
み
、
３０
分
～
４０

分
で
素
早
く
処
理
す
る
。
異
常

が
見
つ
か
れ
ば
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
も
し
っ
か
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
本
市
で
も

イ
ノ
シ
シ
が
増
加
し
て
い
る
た

め
参
考
に
し
た
い
。

�

（
委
員
長　
水
戸
芳
美
）

てんどう市議会だより №16515



日 月 火 水 木 金 土
８/４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

９/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

市議会を
傍聴して

山川　彰（６６歳・清池）

編
集
後
記

６
月
定
例
会
閉
会
後
、
さ

く
ら
ん
ぼ
収
穫
を
終
え
、
参

議
院
選
挙
も
結
果
が
出
た
。

今
後
の
政
局
が
気
に
な
る
。

１４
回
目
の
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
が
あ
り
、
活
発
な

意
見
交
換
に
な
っ
た
会
場
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
進

め
方
に
つ
い
て
も
っ
と
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

９
月
定
例
会
は
市
議
会
議

員
選
挙
の
た
め
、
早
め
の
開

会
と
な
る
。
我
々
広
報
委
員

は
９
月
末
ま
で
の
任
期
で
、

９
月
議
会
の
原
稿
を
仕
上
げ

る
。完

成
は
新
広
報
委
員
の
仕

事
と
な
る
が
、
よ
り
い
っ
そ

う
市
民
に
読
ん
で
も
ら
え
る

議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
研

鑽
し
て
ほ
し
い
。

�

（
伊
藤
和
子
）

《
広
報
委
員
会
》

　
委 

員 

長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
武
田　
正
二

　
委　
　
員　
鈴
木　
照
一

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
敬
知

　
　

 

〃 　
　
渡
辺　
博
司

　
　

 

〃 　
　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
遠
藤　
喜
昭

６月２７日
寺津小学校３年生の
議場見学

天童市議会
　ギャラリー

９月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、８月６日（火）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

決算特別委員会

本会議
（一般質問）

決算特別委員会

予算特別委員会

常任委員会

本会議
（初日）

決算特別委員会

常任委員会

請願
締め切り

（振替休日）

インターネットで生中継します。

　
６
月
４
日
、
高
擶
公
民
館
分

館
連
絡
協
議
会
の
行
事
の
一
環

と
し
て
、
天
童
市
議
会
一
般
質

問
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
地
方
議
会
の
様
子
を
見
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、

大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

議
事
の
内
容
も
教
育
に
関
す
る

も
の
、
環
境
問
題
、

道
路
整
備
問
題
等
々

多
岐
に
わ
た
る
興
味

深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
質
問
に
立
っ
た

議
員
の
方
々
も
大
変

勉
強
さ
れ
て
お
ら
れ

る
様
子
で
、
温
泉
の

涵
養
問
題
な
ど
問
題

意
識
を
持
っ
て
調
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
は
市
民
の
一
人
と
し

て
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
ま

た
答
弁
に
立
た
れ
た
市
長
は
じ

め
市
役
所
関
係
の
皆
さ
ん
も
焦

点
を
そ
ら
す
こ
と
な
く
真
摯
に

答
え
ら
れ
て
お
り
、
国
会
と
は

違
っ
た
本
来
の
議
会
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
羽
陽
学
園
短
期
大
学
へ
の
通

学
路
の
安
全
確
保
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
一
言
。
旧
国
道
１３

号
の
部
分
に
関
し
て
は
県
管
理

の
道
路
で
あ
り
、
村
山
総
合
支

庁
に
申
し
入
れ
し
て
い
る
と
い

う
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
や
や
消

極
的
で
は
と
い
う
感
じ
が
し

た
。
県
当
局
な
ど
に
さ
ら
に
積

極
的
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
擶

駅
周
辺
の
防
犯
対
策
を
含
め
た

整
備
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
の
た
め
に
急
務
と
い

え
る
。

　
今
回
、
市
議
会
を
傍
聴

し
て
、
改
め
て
、
教
育
と

い
う
観
点
か
ら
高
擶
駅
の

重
要
性
を
認
識
す
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
。
議
員
の

皆
様
が
今
後
と
も
高
い
問

題
意
識
を
持
っ
て
天
童
市

の
発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
市
当
局
の
積
極
的
な
対
応

を
期
待
す
る
。

　
最
後
に
加
齢
に
よ
る
難
聴
の

せ
い
か
も
し
れ
な
い
が
審
議
の

声
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
こ
ろ

が
多
々
あ
っ
た
。
ぜ
ひ
改
善
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
傍
聴
に
訪
れ
た
い
と
思

う
。

本会議
（一般質問）

決算特別委員会

（山の日）
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